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（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について

１ 計画の位置付け及び背景と目的

4

計画策定の背景と目的

〇 本市学校施設における校舎、屋内運動場等の主要建物195棟のうち95棟は

旧耐震基準である1981年以前に建設され、約40年以上経過している。
※ただし、耐震診断に基づいた耐震補強工事を実施済み。

〇 建築から長年経過した建物や設備の老朽化により建替え又は大規模改修には

多額の費用が必要で集中的な整備は財政運営に大きな影響を及ぼす。

計画的な施設整備が必要なことから本計画を策定

全国的な傾向から文部科学省は「中長期計画の策定・実施の考え方」を示す

令和３年度～令和１２年度（10年間）計画期間

対象施設 小学校：23校 中学校：12校 （全ての小中学校）

総事業費 当初試算額：１０８億円

中間見直しが必要
現在着手中



２ 改修等の基本的な方針

基本的な考え方

鉄筋コンクリート造建物
耐用年数

約40年

建

物

空調設備・照明設備
トイレ等の水回り設備等

耐用年数

約20年

設

備

長寿命化改修工事

大規模改造工事

【機能向上的な改修工事】・コンクリート中性化対策 ・鉄筋の腐食対策
・耐久性に優れた仕上げ材への取替・多様な学習内容、学習形態への対応 など

【予防保全的な改修工事】
・外装・内装等の改修 ・断熱化等のエコ改修
・トイレの改修（洋式化、多目的化含む）・空調設備改修

目標使用年数

80年まで延伸

文科省は老朽化した施設を改築中心から長寿命化へ転換

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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Ⅰ 鹿屋市学校施設長寿命化計画について

報告事項

２ 改修等の基本的な方針

学校施設の長寿命化改良イメージ 【学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書抜粋：文科省】

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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２ 改修等の基本的な方針

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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計画の見直しについて

〇 老朽化度調査に基づく「老朽化度」が高い施設を優先
〇 バリアフリー化は基本的には長寿命化改修工事に併せて実施
ただし、肢体不自由等の児童生徒の有無によっては個別の対応を行う
〇 トイレの洋式化は、基本的には長寿命化改修工事に併せて実施する
ただし、長寿命化改修工事まで期間のある学校については個別の対応を行う
〇 屋内運動場の空調化は避難所指定された施設を優先

事業優先度の基本的な考え方

事業費の平準化を図り、国の方針等により国庫補助など、
財源的に有利となる事業については優先的に実施する。

〇 資材価格や人件費等の高騰に伴う工事価格の高騰による財政負担への影響
〇 新たな社会的ニーズへの検討・対応

・ 学校施設におけるバリアフリー化への対応
・ トイレの洋式化や多目的トイレ設置への対応
・ 屋内運動場の空調化
・ 増加する特別支援学級への対応 など

計画の見直しに係る主な内容



３ 計画の進捗状況

長寿命化計画に基づく学校施設の整備率

R3～R6末 R7末 R8末 R9末 R10末 R11末 R12末

小学校 46 52.6% 63.5% 72.6% 77.0% 83.5% 91.3% 100.0%

中学校 18 17.8% 27.2% 37.2% 47.2% 70.6% 82.8% 100.0%

合計 64 39.7% 53.3% 62.7% 68.6% 79.8% 88.9% 100.0%

計画期間内
整備棟数

R7.5.1現在

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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【今年度実施事業】
〇設計
鹿屋小学校校舎防音復旧
寿北小学校校舎長寿命化改良・防音復旧
田崎中学校校舎防音復旧
〇工事
西原台小学校校舎長寿命化改良・防音復旧
野里小学校校舎長寿命化改良・防音復旧
野里小学校屋内運動場長寿命化改良
田崎中学校校舎防音復旧

【令和８年度実施予定事業】
〇設計
笠野原小学校校舎防音復旧
西原小学校校舎防音復旧
第一鹿屋中学校校舎防音復旧

〇工事
野里小学校校舎防音復旧
田崎小学校校舎防音復旧
田崎中学校校舎防音復旧



４ 学校施設整備に係る課題

資材価格等の高騰による工事費への影響

【建設物価調査会資料より】

2015年（平成27年）における工事原価等
を100として指数化したもの

・直近10年間の工事原価は約40％上昇
・直近１年間の工事原価は約５％上昇

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について

9



４ 学校施設整備に係る課題

屋内運動場等への空調整備

文科省は「空調設備整備臨時特例交付金」を創設し屋内運動場の空調化を推進

・避難所に指定されている学校であること
・断熱性が確保されること（空調設置後、R15年度までに確保すれば良い）

・時限的交付金であり、期限は令和15年度まで

補助
要件

１／２
（従来の制度では1/3）

算定
割合

下限額：400万円
上限額：7,000万円

対象
工事費

地方
財政
措置

（従来の制度では38.75％が実質地方負担分）

元利償還金の50％ 実質地方負担分

25.0% 25.0%50.0%

国庫補助（1/2）
地方負担

地方債充当率100％

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について

10



４ 学校施設整備に係る課題

屋内運動場等の避難所指定状況

屋内運動場等における避難所指定状況

１次避難所 ：１ヵ所（吾平小）

２次避難所 ：７ヵ所（東原小・西原台小・笠野原小・野里小・大黒小 外）

その他避難所：13ヶ所（西原小・寿北小・寿小・鹿屋中・第一鹿屋中 外）

拠点避難所 ：２ヵ所（大姶良中・花岡学園 うち花岡学園はその他避難所と重複）

避難所 避難所 避難所

小学校 22 15 22 15 0 0

中学校 21 7 12 6 9 1

合　計 43 22 34 21 9 1

避難所指定率

全体 うち屋内運動場 うち武道場

屋内運動場等

学校区分

51.2% 61.8% 11.1%

１次 ～ その他避難所
状況に応じて１次避難所から順
に開設される

拠点避難所
避難生活が長期化した際に開設

【参考：避難所の区分について】

【避難所別内訳】

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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※１次避難所指定の串良小多目的ホール（空調化済）は
屋内運運動場等としてカウントしない



【参考資料】学校施設整備の現状

洋式トイレ整備の進捗及び目標数
R7.5.1現在

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について

12

必要洋便器数 419 337 367 388 403 403 419

必要洋便器数 237 166 181 191 213 213 237

必要洋便器数 656 503 548 579 616 616 656

小学校整備率

中学校整備率

合計整備率

R6末 R7末 R8末

76.7% 83.5% 88.3%

区分 R9末 R10末 R11末

80.4%

70.0%

87.6%

76.4%

92.6%

80.6%

96.2%

89.9%

93.9%

96.2%

89.9%

93.9%

100.0%

100.0%

100.0%

保有室数 空調化室 空調化率 保有室数 空調化室 空調化率

小学校 307 307 100.0% 228 214 93.9%
中学校 123 123 100.0% 162 151 93.2%
合計 430 430 100.0% 390 365 93.6%

普通教室 特別教室
区分

学校施設の空調化率
R7.5.1現在



【参考資料】学校施設整備の現状

屋内運動場等への空調整備

屋内運動場等の空調整備率は０％ ⇒ 普通教室や特別教室への空調整備を進めてきたことによるもの

【参考：鹿児島県内の屋内運動場等における空調設置状況】 R7.5.1現在

（１）鹿屋市学校施設長寿命化計画について
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設置自治体：いちき串木野市、出水市、中種子町
※ただし、設置機器は全てスポットクーラー



（２）かのやふるさと検定について

報告事項３
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１ 概要

（２）かのやふるさと検定について

15

（１）目的
「かのや風土記」を通して、ふるさとである鹿屋
の魅力を再発見するとともに、次代へ歴史・文
化を継承し、ふるさとを誇れる人材を育成する。

（２）取組の経緯
・令和３年～「かのや風土記」編纂開始
・令和５年 「かのや風土記」初版完成

・学校・教育施設への配布活用
・電子版の掲載（市ホームページ）
・市民への販売（Ｒ６～）

・令和６年～「かのやふるさと検定」開始
・かのや風土記をベースにした問題を作成

■かのや風土記（令和５年３月発行） 全215ページ

市民一人一人がまちへの誇りや愛着を持ち、
故郷を知る機会を創出するため刊行



２ 令和６年度実施結果

（２）かのやふるさと検定について
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東川隆太郎氏による講座

（串良小学校）

一般の部受検の様子
（鹿屋女子高校）

（１）一般の部
・ 実施日 令和６年11月17日（日）
・ 受検者 77人
・ 最高得点 94点

・ 級認定数 １級：２名 ２級：12名 ３級：19名

（２）ジュニアの部
・ 実施日 一般の部実施日の前後1週間
・ 受検者 1,635名（18小・中学校）

・ 最高得点 85点
・ 級認定数 ２級：40 名 ３級：78名

（３）対策講座
・ 一般講座：４回 学校講座：４回
NPO法人「かごしま探検の会」に委託



３ 令和７年度実施計画

（２）かのやふるさと検定について
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（１）一般の部
・ 実施日 令和７年11月16日（日）
・ 申込者数 113人

（２）ジュニアの部
・ 実施日 一般の部実施日の前後1週間
・ 全小・中学校に参加依頼

（３）対策講座 ９月実施済

・ 一般講座：４回
かのや風土記をテーマ別に学習

・ 学校講座：５回
串良小・南小・大黒小・笠野原小・吾平小

・ NPO法人「かごしま探検の会」に委託



４ これからの課題

（２）かのやふるさと検定について
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かのや風土記の改訂

•データの差し替え、新規データの加筆、情報収集

かのやマスターの活用

•生涯学習講座、地域学校協働活動、子どもマスターの活用

受検しやすい環境の構築

•オンライン受検、申込方法の簡略化、継続的な広報周知

ふるさと検定のブランド化

•他市町村との連携、デジタルバッジ化、一般の部の細分化



（１）読書環境の充実について

意見交換４
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１ 鹿屋市の読書環境

（１）読書環境の充実について

20

６店舗

Ｒ４年10月スタート市立図書館
図書室（輝北、串良、吾平）
学校図書館（36校）

市内14カ所

数値は令和６年度実績

公立図書館

月１回
14コース

移動図書館ほたる号

書店

デジとしょKANOYA

まちなか図書館

ログイン数（人）

Ｒ４ 27,134

Ｒ５ 67,452

Ｒ６ 42,896



２ 鹿屋市の読書状況

（１）読書環境の充実について
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第４次鹿屋市子ども読書活動推進計画（Ｒ４～Ｒ８）

目標項目 Ｒ３現状 Ｒ７実績 Ｒ８目標値 全国（Ｒ６）

未就学児
ブックスタート事業の満足
度

94.8% － 100% ―

児童生徒

児童生徒の家庭での１か月
の不読率

小 8.7%
中 32.3%
高 53.6%

小 6.3%
中 20.0%
高 38.4%

小 ７%
中 26%
高 43%

小 8.5%
中 23.4%
高 48.3%

公共図書館（室）の児童書
の貸出冊数

194,017冊 195,191冊 200,000冊 ―

保護者
「親と子の20分間読書」運
動の認知度

61.4% 71.5% 100% ―

学 校

本に親しむ取組の実施（朝
読書等を除く）

小 78.2%
中 58.3%
高 66.7%

小 100%
中 100%
高 100%

小 86%
中 64%
高 73%

―

学校図書館に置かれている
図書の充足率

小 78.3%
中 83.3%

小 106.9%
中 107.8%

小 100%
中 100%

―

学校図書館貸出冊数（１人当たりの年間貸出冊数）
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

小学校 105.5冊 104.0冊 103.3冊

中学校 30.1冊 26.4冊 24.3冊



３ 鹿屋市の取組

（１）読書環境の充実について
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図書館協議会

優良団体表彰
ブックフェスタ

デジとしょ
KANOYA

図書館

事業支援
ブックスタート

まちなか

図書館

第４次鹿屋市子ども読書活動推進計画（Ｒ４～Ｒ８）
① 「親と子の20分間読書」運動を通じ、親子のふれあいを大切にします。
② 発達段階に応じた取組により、読書への関心を高めます。
③ いつでも、どこでも、だれでも気軽に読書を楽しめる環境を整備します。

親と子の20分間読書運動（鹿屋市における読書活動のベース）

大隅広域
図書館

ネットワーク
システム

読書グループ
ＰＴＡ委嘱

市立図書館
地区図書室

支援活動 主催事業（図書館との連携） 共同運営



３ 鹿屋市の取組

（１）読書環境の充実について
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昭和35年から鹿児島県が「親子20分間読書運動」として本格的に推
進し、この運動は全国に波及していきました。鹿屋市では、この運動
の原点や歴史を踏まえつつ、読書を通じて心をふれあう家庭が増える
など、家庭教育の充実を図るため、全市的に推進します。
そこで、主催する各種事業を進めるとともに、ＰＴＡへの委嘱、読

書グループの育成等、各家庭での読書活動が進むための手立てを講じ
ています。

ブックフェスタ ブックスタート

著名作家を招いた講演会やワークショップを開
催し、読書優良団体の表彰も同時実施

Ｈ23年度より開始、子育て支援課で配布、
一部は協賛金によって賄う

親と子の20分間読書運動

親と子の20分間読書運動に基づく事業（一部）



３ 鹿屋市の取組

（１）読書環境の充実について
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大隅広域図書館ネットワークシステム（H24年～）

２市５町実績加入年度

貸出冊数 貸出者数 配送冊数

Ｒ２ 374,305冊 76,487人 6,576冊

Ｒ６ 381,930冊 76,900人 10,599冊

Ｈ24 鹿屋市、大崎町、南大隅町、肝付町

Ｈ30 錦江町、東串良町

Ｈ31 垂水市



４ 学校の取組

★ 読み聞かせ
先生⇔児童生徒、児童生徒間の「読み聞かせ」。
どの子も、本のおもしろさに引き込まれています。

★ 読書郵便
おすすめの本を、友達や先生に紹介する「読書郵便」。
本の魅力が伝わることで、読書意欲をかき立てます。

★ ブックトーク、ビブリオバトル
好きな本の魅力を伝える「ブックトーク」や「ビブリオバトル」。どこに魅力を
感じて、聞き手にどう訴えるのか、本を読むことの魅力まで丸ごと伝えます。

読書は、こどもが言葉や文字に触れ、豊かな感性や情緒の基盤を育むとともに、表現力を高

め、想像力を豊かにする上で欠くことのできない重要な活動です。

さらには、読書をすることで心が落ち着き、授業への集中力を高めることにつながる等、相乗

的に学力向上の効果を高めることにもつながります。

（１）読書環境の充実について
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５ 市立図書館の概要

（１）読書環境の充実について
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・ 開館 1981（昭和56）年5月27日

・ 所在地 鹿屋市北田町11107番地

・ 開館時間 午前９時～午後７時

・ 面積構造等 鉄筋コンクリート２階建

１階 1,560.17㎡ ２階 513.32㎡

合計 2,073.49㎡

・ 駐車場 78台

・ 座席数 200席

・ 蔵書数 195,192冊

一般書：125,807冊 児童書：69,385冊

・ 指定管理
株式会社図書館流通サービス（ＴＲＣ）に
よって平成23年度から開始（３期15年目）

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

利用者数（人） 68,477 71,083 76,652

貸出冊数（冊） 322,834 326,293 335,787

新規登録者数（人） 1,785 1,729 1,546

蔵書数（冊） 194,985 193,592 195,192

施設名 面積（㎡）
利用者数
（人）

貸出冊数
（冊）

鹿屋市 2,073 71,083 291,558

霧島市 2,058 246,640 230,415

薩摩川内市 1,586 71,135 239,712

都城市 8,046 1,103,612 399,136

○類似施設との比較（R6.4.1現在）○市立図書館の状況



６ 市立図書館の取組

（１）読書環境の充実について
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高校生

ビブリオバトル大会

•7月開催

• ５校バトラー９人

おはなし会

• 年35回

•590人参加

図書館

エッセイコンテスト

• 応募数305点

図書館を使った

調べる学習コンクール

• 応募数95点

巡回・出張おはなし会

• 年26回

•1,388人参加

としょかんde学び塾

• 年４回

•57人参加

「貸出文庫」

団体貸出配本

• ９施設

• 15,960冊

図書館まつり

• ５月開催

•1,440人参加

秋の読書週間・

図書館まつり

•10月開催

•2,136人

夜のこわ～い

おはなし会

• ８月開催

• 20組参加

図書館

ウインターコンサート

•12月開催

•79人参加

図書館映画会

• 年３回

•96人参加

読書通帳

•311冊発行

図書館クイズ

• 年２回

•1,026人参加

数値は令和６年度実績



（２）文化芸術の振興について

意見交換４
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１ 鹿屋市の現状

（２）文化芸術の振興について
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数値は令和６年度実績
一部重複あり

鹿屋市

文化協会

869人 31団体

輝北町

文化協会

138人 16団体

串良町

文化協会

156人 18団体

吾平町

文化協会

86人 17団体

コーラスサークル

14団体

楽器サークル

13団体

市内小中高校

文化系サークル

78団体

公民館所属

同好会

262団体

大隅美術協会

自主運営サークル

リナシティかのや
（指定管理）

文化会館

（指定管理）

学習センター

公民館
他公共的施設

文化協会 文化サークル

文化芸術施設 支援組織

県・地区文化協会

市町文化協会

市教委生涯学習課

生涯学習係

文化振興係

まちづくり鹿屋
民間団体

３団体



２ 鹿屋市の取組

（２）文化芸術の振興について
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ロビー

コンサート

市美術展

市文化祭
自主文化
事業

独自事業

数値は令和６年度実績

文化祭
・ 鹿屋市来場者数：1,417人
・ 輝北町来場者数：2,000人
・ 串良町来場者数：1,197人
・ 吾平町来場者数： 705人

文化会館自主文化事業
・ ミュージカル「クラスアクト」 372人
・ 高校生ミュージカル「ヒメとヒコ」808人
・ 楽団プロジェクト オンライン

リナシティかのや自主文化事業
・ 昭和レトロ展 4,258人
・ りなかる！VOL.8 2,511人
・ 鹿屋市収蔵作品展 300人

ロビーコンサート
・ ４回開催 来場者数：245人

市美術展
・出品数：179点 来場者数：1,686人

各種主催事業実績



２ 鹿屋市の取組

（２）文化芸術の振興について
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伝統芸能の継承と発展

■オオスミ棒踊り
高隈の重田地区の棒踊りをモデル
にし、現代版にリメイクして創作

■川東町八月口説踊り
郷土芸能の一つとして次世代に継
承するためにデジタルアーカイブ化

伝統芸能団体

１５団体

学校芸術鑑賞 地域イベント参加

４校（田崎小、大姶良小、鹿屋小、細山田小） ７か所

伝統芸能に関しては、地域で保存活動や伝承活動が行われる一方、「次代につなぐふるさ
と文化事業」によってリメイク、アーカイブ化し、地域イベントや学校で紹介する取組を行っ
ている。

■地域での披露（細山田校区）
学校での学びを生かし、山宮神社
での奉納祭に有志が参加



２ 鹿屋市の取組

（２）文化芸術の振興について
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○ 第76回全九州高等学校ビジネス計算競技大会
電卓競技の部 団体６位 鹿屋女子高等学校（県１位）

○ 第42回九州マーチングコンテスト
銀賞 鹿屋中央高等学校吹奏楽部（県金賞）

○ 第52回マーチングバンド全国大会九州予選
金賞 鹿屋市立鹿屋小学校金管バンド部（県金賞）

○ 第４回全国高校軽音楽部大会九州地区グランプリ大会
５位／15校中 鹿屋女子高等学校軽音楽部（動画予選会１位）

○ 第51回鹿児島県吹奏楽アンサンブルコンテスト 打楽器六重奏
金賞 鹿屋市立田崎小学校金管バンド部（県金賞）

○ 第68回毎日全国学生競書展
文部科学大臣賞 笠野原小学校５年 下村 翠月

○ 第46回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
フルート部門高校２年生の部第１位
鹿屋高校３年 家村 舞音

県内外で活躍する鹿屋の子（Ｒ６一部）



３ 学校の取組

（２）文化芸術の振興について
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芸術鑑賞会の実施状況（R7）

中学校・・・５校

小学校・・・10校 （※予定を含む）

主な演目（団体名）

観世流能楽師（梅若志長）

クラシックアンサンブル（音YUZURI）

創作ダンス鑑賞・体験（劇団ニライスタジオ）

主な伝統芸能の取組み

輝北小「下平房棒踊り」

パントマイム教室（祓川小）

高隈小・中、大黒小「高隈音頭」

大姶良中「大姶良西方棒踊り」

祓川小「棒踊り」・「八月踊り」


